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新
し
い
年

胸
を
張
っ
て
歩
こ
う

な
る
よ
う
に
　
成
る

愛
お
し
い
日
々

昭
和
は
遠
く

九
十
五
年

平
成
も
三
十
二
年

令
和
二
年
　
を

豊
か
に
す
る
の
は

温
厚
篤
実
　
な

貴
方 輝

く

春

「
日
の
出
」

日
本
建
築
学
会
・
終
身
正
会
員
　
技
術
士
　
青
柳
幸
人



今
年
７
月
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
、
渋
谷
駅
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
渋
谷
駅
は
光
が
丘

か
ら
、
約
17
㌔
㍍
、
車
で

約
60
分
、
電
車
で
は
、
都

営
大
江
戸
線
、
代
々
木
駅

で
乗
換
え
約
35
分
（
乗
換

時
間
含
め
る
）
で
行
け
る
。

新
宿
駅
や
池
袋
駅
よ
り

は
、
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば

す
こ
と
に
な
る
が
、
「
若

者
文
化
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
聖
地
」
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
。

渋
谷
駅
は
、
大
昔
よ
り

３
つ
の
台
地
に
囲
ま
れ
、

２
つ
の
川
が
流
れ
る
谷
地

で
、
い
わ
ば
、
す
り
鉢
状

の
底
だ
っ
た
。
高
低
差
は

15
〜
20
㍍
も
あ
り
、
細
く

複
雑
な
道
路
も
多
く
、
分

か
り
に
く
い
街
。
し
か
も
、

現
在
８
路
線
が
通
る
交
通

の
結
節
点
に
な
っ
て
い
る

が
、
鉄
道
や
河
川
、
広
幅

員
の
道
路
に
よ
り
分
断
さ

れ
て
お
り
、
行
き
づ
ら
い

街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ

っ
た
。

し
か
し
、
７
年
ほ
ど
前

に
東
急
東
横
線
が
地
下
化

し
、
副
都
心
線
と
の
相
互

乗
入
れ
を
契
機
に
、
東
横

線
ホ
ー
ム
等
を
活
用
し
、

鉄
道
・
駅
舎
の
大
改
造
が

始
ま
っ
た
。
地
下
鉄
赤
塚

駅
か
ら
渋
谷
駅
ま
で
乗
換

な
し
約
24
分
で
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
の
１
年
前
に
東
急
文

化
会
館
の
跡
地
に
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
の
文
化
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
超
高
層
複
合
施

設
「
ヒ
カ
リ
エ
」
が
完
成
、

渋
谷
駅
西
口
地
下
か
ら
地

上
デ
ッ
キ
レ
ベ
ル
ま
で
、

一
気
に
上
れ
る
巨
大
な
縦

空
間
が
生
ま
れ
た
。

次
に
東
横
線
路
跡
地
と

渋
谷
川
を
活
用
し
た
超
高

層
複
合
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

「
ス
ト
リ
ー
ム
」
が
駅
の

南
側
に
１
年
半
前
に
完

成
。
ハ
チ
公
口
（
北
口
）

に
比
べ
、
開
発
が
遅
れ
て

い
た
が
、
渋
谷
川
を
再
生

し
、
代
官
山
へ
の
遊
歩
道

と
水
辺
空
間
を
創
出
し

て
、
心
地
良
い
散
策
が
楽

し
め
る
。

２
０
１
９
年
度
は
、
駅

直
近
に
渋
谷
の
新
た
な
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
高
さ

２
３
０
㍍
の
「
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
ス
ク
エ
ア
」
が
11
月

１
日
に
完
成
し
た
。
低
層

階
に
は
２
１
０
店
舗
以
上

も
入
る
商
業
施
設
、
高
層

階
は
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
オ

フ
ィ
ス
、
最
上
階
に
は
展

望
施
設
『
渋
谷
ス
カ
イ
』

も
あ
る
。

同
月
22
日
に
は
、
３
年

間
休
業
し
て
い
た
パ
ル
コ

が
新
生
「
渋
谷
パ
ル
コ
」

と
し
て
誕
生
。
地
上
19
階

建
高
さ
約
１
０
０
㍍
の
複

合
ビ
ル
。
低
層
部
（
地
下

１
階
〜
地
上
９
階
）
は
店

舗
フ
ロ
ア
と
し
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
飲
食
を
中
心
に

テ
ナ
ン
ト
約
１
８
０
店
が

入
り
、
演
劇
や
落
語
の
舞

台
と
な
っ
た
「
パ
ル
コ
劇

場
」
も
客
席
数
７
０
０
に

増
や
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
本
年
１
月
下
旬
に
こ

け
ら
落
と
し
、
３
月
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
文

化
の
発
信
拠
点
と
し
て
生

ま
れ
替
わ
る
。

同
年
12
月
５
日
に
は
旧

東
急
プ
ラ
ザ
跡
地
に
「
フ

ク
ラ
ス
」
と
し
て
再
開
発

事
業
に
よ
る
文
化
商
業
オ

フ
ィ
ス
の
複
合
ビ
ル
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
新
生
東
急

プ
ラ
ザ
で
あ
る
。
２
〜
８

階
、
17
〜
18
階
に
入
居
し
、

40
代
以
上
の
大
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
69
店
舗
の
テ
ナ

ン
ト
を
開
業
。
17
階
に
は
、

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
も
見
下
ろ
せ
る
ル
ー
フ

ト
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
（
屋
上

空
間
）
『
シ
ブ
ニ
ワ
』
を

整
備
し
、
外
資
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
を
入
れ
「
若
者

だ
け
で
な
く
成
熟
し
た
大

人
」
に
も
愉
し
め
る
空
間

と
な
っ
て
い
る
。

今
年
１
月
３
日
に
、
銀

座
線
渋
谷
駅
は
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
ホ
ー
ム

は
島
状
化
で
巾
12
㍍
に
拡

が
り
、
屋
根
は
ア
ー
チ
状

で
柱
の
な
い
空
間
は
、
巨

大
で
明
る
く
、
ま
た
乗
換

も
便
利
に
な
る
。

３
月
に
は
、
渋
谷
駅
北

方
の
宮
下
公
園
も
公
園
事

業
と
し
て
再
整
備
さ
れ
、

都
会
的
ス
ポ
ー
ツ
と
憩
い

の
場
を
兼
ね
備
え
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
予
定
。

ま
た
、
将
来
は
、
Ｊ
Ｒ

山
手
線
と
埼
京
線
の
並
列

化
そ
し
て
ハ
チ
公
広
場

（
西
口
駅
前
広
場
）
の
拡

張
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
に
、
渋
谷
駅
と
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
や
フ

ク
ラ
ス
等
と
そ
れ
を
結
ぶ

縦
と
横
の
歩
廊
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
バ
リ

ヤ
フ
リ
ー
や
景
観
等
に
配

慮
し
た
安
心
で
安
全
な
街

づ
く
り
に
と
渋
谷
は
大
き

く
変
貌
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
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新
し
く
変
ぼ
う
す
る
渋
谷

渋谷パルコ192店舗（地下１階～地
上９階店舗、地上19階、高さ100m)

渋谷スクランブルスクエア低層階に210
店舗（地下７階地上47階、高さ230m）

渋谷フクラス 69店舗
（地下４階地上18階103m）

渋谷区役所15階から、左よりヒカリ
エ、スクランブルスクエア、パルコ



新宿エイサーまつり

ボーヌ施療院のステンドガラス

スイス山麓の民家

神田川舟行



転
居
初
日
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
内
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

の
言
葉
を
受
け
和
ん
だ
気

分
に
な
っ
た
。
毎
日
利
用

す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

で
、
幼
い
子
連
れ
や
高
齢

者
等
幅
広
い
層
の
方
達
と

挨
拶
や
会
話
が
楽
し
め

る
。
先
日
も
杉
並
の
戸
建

て
住
宅
か
ら
転
居
し
て
き

た
老
夫
婦
か
ら
医
者
や
お

店
等
含
め
光
が
丘
の
安
心

便
利
さ
の
話
を
、
ま
た
逆

に
周
辺
の
戸
建
て
へ
転
居

す
る
親
子
か
ら
の
別
れ
の

挨
拶
等
様
々
。
大
き
い
ト

ラ
ン
ク
を
持
っ
た
人
が
乗

り
込
ん
で
き
て
帰
省
し
ま

す
と
い
う
の
で
ど
ち
ら
か

と
尋
ね
た
ら
韓
国
と
の

事
。エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

や
ベ
ン
チ
の
あ
る
玄
関
周

り
で
遊
ぶ
子
供
達
の
姿
に

は
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い

る
。男

の
カ
ン
タ
ン
料
理
教

室
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
歌
を
楽

し
む
会
、
映
画
会
、
講
演

会
等
色
々
あ
る
が
、
参
加

す
る
き
っ
か
け
の
見
つ
け

方
が
分
っ
て
き
て
選
択
肢

が
増
え
外
出
が
多
く
な
っ

て
き
た
。
最
近
の
情
報
で

出
身
地
方
別
イ
ベ
ン
ト
が

好
評
だ
と
聞
い
た
が
当
地

区
に
も
あ
れ
ば
と
期
待
し

て
い
る
。

適
度
の
距
離
を
お
い
た

人
達
と
の
挨
拶
や
お
付
き

合
い
を
念
頭
に
試
行
錯
誤

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
毎
日

の
生
活
は
こ
れ
ま
で
２
年

間
学
ん
だ
俳
句
で
日
記
を

付
け
て
い
る
。

書
斎
代
わ
り
の
図
書

館
、
健
康
管
理
の
体
育
館

（
ジ
ム
と
プ
ー
ル
）、
安
心

の
近
く
に
あ
る
医
療
施

設
、
そ
れ
に
役
所
や
郵
便

局
等
も
全
て
歩
け
る
範
囲

内
に
あ
り
素
晴
ら
し
さ
を

味
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て

Ｉ
Ｍ
Ａ
等
商
業
施
設
も
大

き
く
て
近
く
、
子
供
や
孫

達
は
買
い
物
や
食
事
も
楽

し
み
に
遊
び
に
来
る
こ
と

が
多
い
。

歩
行
者
専
用
路
、
特
に

内
外
の
人
が
認
め
る
光
が

丘
南
北
約
２
キ
ロ
を
貫
く

並
木
道
は
四
季
の
変
化
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
一

部
）
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
。

ま
た
歩
行
レ
ベ
ル
が
フ
ラ

ッ
ト
な
の
も
嬉
し
い
。
た

だ
月
見
大
橋
か
ら
南
側
に

は
ベ
ン
チ
が
な
い
の
で
是

非
欲
し
い
。

周
辺
ま
で
足
を
伸
ば
す

と
光
が
丘
に
は
な
い
お
店

や
神
社
等
色
々
な
も
の
が

あ
り
発
見
の
喜
び
も
加
わ

り
楽
し
さ
が
広
が
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
内
外
こ
ん
ぜ
ん

一
体
の
生
活
の
展
開
で
あ

る
。
好
奇
心
を
持
っ
て
ま

ち
を
歩
こ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
に
詳
し
く
ラ
イ
フ
カ
ル

チ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
の

澤
登
信
子
さ
ん
は
高
齢
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
孫
へ
の
お
土
産
代
位
稼

げ
る
と
一
層
活
性
化
す
る

と
の
事
。
ま
ち
案
内
、
農

業
手
伝
い
、
子
育
て
支
援
、

学
習
支
援
、
生
活
支
援
、

食
事
支
援
等
色
々
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
他
に
果

樹
園
や
農
園
の
共
同
経
営

も
あ
る
と
い
う
。
尚
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
は
「
や
る
気
の
脳
科
学
」

の
防
衛
医
大
太
田
宏
之
さ

ん
か
ら
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
考
え
は
な
じ
ま
な

い
と
聞
い
た
。

思
い
立
っ
た
ら
始
発
駅

か
ら
ゆ
っ
た
り
と
座
り
新

宿
、
銀
座
、
築
地
、
六
本

木
、
都
心
の
公
園
巡
り
と

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
良
い
。

渋
谷
、
池
袋
、
神
田
神
保

町
へ
も
。

近
く
の
路
線
バ
ス
の
停

留
所
か
ら
は
、
石
神
井
公

園
、
吉
祥
寺
・
井
の
頭
公

園
へ
一
本
で
行
け
る
。

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ン

サ
ー
ト
や
新
幹
線
、
羽
田
、

成
田
へ
も
容
易
に
行
く
こ

と
が
出
来
る
。

（
ナ
ポ
リ
）
で
見
ら
れ
る

こ
れ
ら
の
動
き
は
、
個
人

主
義
・
利
益
優
先
主
義
社

会
の
弊
害
や
少
子
高
齢
社

会
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
地
縁
・
血
縁
・
精
神

的
連
帯
等
に
よ
り
自
然
発

生
的
に
形
成
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
指
向
し
て
い
く

と
い
う
見
方
が
で
き
る
か

も
知
れ
な
い
。

日
本
で
は
、
先
ず
神
戸

市
の
「
神
戸
居
場
所
カ
フ

ェ
」
が
有
名
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
で
３
１

６
か
所
の
居
場
所
情
報
を

ま
と
め
て
い
る
。
あ
つ
ま

る
・
は
な
す
・
次
の
一
歩

と
し
て
冊
子
も
売
ら
れ
て

お
り
色
々
な
居
場
所
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
機
能

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
は
柏
市
の
「
柏
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
Ｕ
Ｒ
の
豊

四
季
団
地
を
中
心
に
出
あ

い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ

い
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
在
宅
医
療
を
と
り
い
れ

中
学
校
区
の
日
常
生
活
圏

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
は
文
京
区
の
「
こ

ま
じ
い
の
う
ち
」
で
空
家

利
用
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
の
カ

フ
ェ
で
、
０
才
〜
90
才
の

人
が
毎
月
４
０
０
名
強
利

用
す
る
と
い
う
「
み
ん
な

の
居
間
」
と
し
て
気
軽
に

憩
え
る
居
場
所
を
実
現
し

て
い
る
。
こ
の
他
国
内
で

は
図
書
館
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
等
各
地
で
色
々

な
団
体
や
個
人
が
活
動
し

て
い
る
。

光
が
丘
地
区
に
つ
い
て

は
、
練
馬
区
の
み
ど
り
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

情
報
に
よ
れ
ば
光
が
丘
、

田
柄
、
旭
町
で
ま
ち
づ
く

り
活
動
団
体
が
64
団
体
あ

る
と
い
う
。
個
人
が
居
場

所
探
し
を
す
る
手
段
と
し

て
こ
れ
ら
の
団
体
に
ア
ク

セ
ス
す
る
方
法
が
手
っ
取

り
早
い
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
注
目
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
練
馬
区
報
、

光
が
丘
新
聞
、
投
げ
込
み

チ
ラ
シ
、
掲
示
物
、
聞
き

込
み
情
報
等
も
役
立
つ
事

が
多
い
。

ー
ト
に
も
足
を
運
ぶ
熱
心

な
固
定
し
た
フ
ア
ン
が
多

く
つ
い
て
お
り
地
域
の
文

化
の
底
上
げ
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と

で
あ
る
。
再
開
を
待
つ
中

で
、
地
域
文
化
を
支
え
る

催
し
物
に
つ
い
て
は
練
馬

区
か
ら
の
よ
り
積
極
的
な

推
薦
や
後
援
の
付
与
が
あ

れ
ば
と
思
う
。

尚
、
昨
年
９
月
に
閉
館

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ

ー
光
が
丘
教
室
も
地
域
文

化
の
向
上
に
貢
献
し
て
く

れ
た
。
全
国
の
郊
外
型
カ

ル
チ
ュ
ア
４
教
室
同
時
閉

館
と
聞
い
た
が
、
当
地
区

の
場
合
、
地
下
鉄
大
江
戸

線
で
30
分
位
の
青
山
一
丁

目
に
本
部
と
教
室
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と

止
む
を
得
な
い
の
か
も
知

れ
な
い
。

昨
年
は
猛
烈
な
台
風
が

日
本
列
島
を
何
度
も
襲
っ

た
。
特
に
15
号
で
千
葉
県

下
が
樹
木
と
電
柱
の
倒
壊

が
か
ら
み
復
旧
ま
で
に
長

時
間
を
要
し
た
。
光
が
丘

も
巨
木
が
多
い
が
電
線
が

地
下
に
埋
設
さ
れ
て
お
り

あ
ら
た
め
て
光
が
丘
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ら
れ

た
事
と
思
う
。
光
が
丘
は

広
域
避
難
広
場
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
住
民
も
地

震
災
害
時
の
マ
ン
ホ
ー
ル

上
の
仮
設
ト
イ
レ
の
作
り

方
や
水
を
供
給
し
て
く
れ

る
都
水
道
局
の
練
馬
給
水

所
の
位
置
（
光
が
丘
公
園

に
隣
接
）
確
認
等
は
し
て

お
き
た
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被

災
地
が
地
震
直
後
の
火
災

で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
中
、

神
戸
新
長
田
駅
前
の
Ｕ
Ｒ

の
超
高
層
ア
パ
ー
ト
に
灯

り
が
つ
き
周
辺
に
安
堵
感

を
与
え
た
と
い
う
話
を
防

災
都
市
計
画
家
の
高
野
公

男
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
光
が
丘
の
超
高

層
住
宅
は
ど
ん
な
役
割
を

す
る
だ
ろ
う
か
。

光
が
丘
は
歩
い
て
行
け

る
範
囲
内
に
全
て
が
揃
っ

て
い
る
と
い
う
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
イ
の
モ
デ
ル
的
な

ま
ち
で
あ
る
。
し
か
も
こ

れ
ら
は
緑
道
等
快
適
な
空

間
で
結
ば
れ
て
い
る
。
東

京
医
大
の
調
査
に
よ
れ
ば

平
均
歩
数
が
田
舎
よ
り
都

市
部
が
約
７
０
０
歩
多
い

が
歩
く
空
間
の
快
適
度
に

よ
り
一
層
活
発
化
す
る
と

い
う
。

最
近
、
評
論
家
の
山
田

五
郎
さ
ん
が
今
後
の
Ｕ
Ｒ

へ
の
期
待
で
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
低
成
長

下
に
お
け
る
都
市
問
題
解

決
案
の
１
つ
と
し
て
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
イ
づ
く
り
を

提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
光

が
丘
は
40
数
年
前
の
計
画

段
階
か
ら
こ
の
考
え
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

夕
張
（
財
政
対
策
）
・

青
森
（
除
雪
対
策
）
・
東

北
沿
岸
（
津
波
対
策
）
で

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
づ
く

り
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る

が
そ
の
殆
ど
が
守
り
か
ら

の
発
想
で
あ
る
。
光
が
丘

の
場
合
は
プ
ラ
ス
指
向
の

「
持
続
す
る
快
適
で
楽
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

攻
め
の
考
え
か
ら
つ
く
ら

れ
た
。
こ
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
イ
を
こ
の
地
域
に
住

む
人
た
ち
の
共
有
の
財
産

と
し
て
楽
し
ん
で
ゆ
き
た

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

ほ
っ
と
す
る
、
ほ
っ

こ
り
出
来
る
ま
ち

人
と
の
ふ
れ
あ
い
、

同
好
会
、
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と

快
適
な
生
活

優
し
い
環
境
　

ま
ち
に
ベ
ン
チ
を

生
活
領
域
の
拡
大
で

広
が
る
楽
し
さ

災
害
に
強
い
ま
ち
を

確
認
し
よ
う

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
モ
デ
ル
を
生
活
の

中
で
楽
し
も
う

光
が
丘
の
今

転
居
２
年
半
の
記
録
か
ら

人
が
い
き
い
き
生
活
し

て
い
く
に
は
「
居
場
所
と

役
割
」
が
必
要
だ
と
い
う
。

ド
イ
ツ
は
少
子
高
齢
化

社
会
の
進
行
で
は
日
本
に

近
い
が
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
利
用
出
来
る
交
流

施
設
で
様
々
な
立
場
の
幅

広
い
世
代
の
人
々
が
同
じ

場
所
で
相
互
に
助
け
合
い

な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
多
世
代
の

家
」
を
全
國
で
５
４
０
か

所
つ
く
り
こ
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
近

現
地
を
調
査
さ
れ
た
魚
住

明
代
さ
ん
は
日
本
へ
の
示

唆
は
多
方
面
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ

る
。

イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
の

中
心
部
は
治
安
が
悪
く
こ

れ
ま
で
日
本
か
ら
の
ツ
ア

ー
で
は
そ
こ
を
避
け
る
も

の
も
あ
っ
た
が
、
イ
タ
リ

ア
在
住
の
都
市
計
画
家
の

中
橋
恵
さ
ん
は
、
ス
テ
ッ

ラ
地
区
で
は
最
近
は
住
民

が
連
帯
や
助
け
合
い
を
自

分
達
の
地
区
の
特
徴
や
誇

り
と
し
て
は
っ
き
り
認
識

し
て
お
り
、
商
店
経
営
者

も
互
助
精
神
を
持
っ
て
営

業
し
て
い
る
人
が
多
く
良

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
人
の

生
活
に
密
着
し
て
い
る
バ

ー
ル
（
軽
食
も
出
来
る
喫

茶
店
で
全
国
に
15
万
店
）

は
経
営
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
難
で
閉
鎖
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
。

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
楽
し
む

光
が
丘
の
こ
れ
か
ら

進
む
少
子
高
齢
化

人
口
減
少
の
中
で

郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
時
代
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
時
代
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
現
在
、
売
り
上
げ
で

下
降
線
を
た
ど
る
セ
ン
タ

ー
が
多
い
中
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
は

ほ
ぼ
順
調
に
推
移
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
う
し
た
中

で
今
年
、
１
９
８
７
年
の

開
業
以
来
初
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
地
域
に
感
動
を

与
え
更
な
る
存
在
感
を
示

し
た
い
と
い
う
意
図
に
注

目
し
た
い
。

Ｉ
Ｍ
Ａ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
合
わ
せ
休
館
す

る
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
（
中
央

館
４
階
５
０
０
席
）
は
、

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
）

後
の
再
建
で
文
化
的
な
復

興
を
と
い
う
思
い
か
ら
つ

く
ら
れ
た
三
越
劇
場
（
本

館
６
階
５
１
４
席
）
と
同

じ
よ
う
に
上
質
な
本
格
的

な
ホ
ー
ル
（
残
響
可
変
板

を
備
え
て
い
る
）
で
あ
る

が
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
売
り
上
げ

の
中
か
ら
社
会
還
元
と
い

う
か
た
ち
で
運
営
さ
れ
て

お
り
頭
が
下
が
る
思
い
が

す
る
。
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
に

は
平
日
の
昼
間
の
コ
ン
サ

「
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
注
目
し

「
再
開
後
の
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
」
に
期
待
し
よ
う 電柱のない街光が丘（写真左上）と美しい街で知られるハイデルベルグ（ドイツ）

社
会
貢
献
と

若
干
の
小
遣
い
稼
ぎ

「
居
場
所
づ
く
り
」

を
進
め
よ
う



 



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

15
日
（
水
）
５
・
６
年
身
体

計
測
◇
16
日
（
木
）
３
・
４

年
身
体
計
測
◇
17
日
（
金
）

１
・
２
年
身
体
計
測
◇
23
日

（
木
）
お
誕
生
日
給
食

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

11
日
（
土
）
学
校
公
開
。
道

徳
授
業
地
区
公
開
講
座
◇
２

月
４
日
（
火
）
５
年
社
会
科

見
学【

光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

９
日
（
木
）
５
・
６
年
書
初

大
会
◇
10
日
（
金
）
３
・
４

年
書
初
大
会
◇
16
日
（
木
）

ス
マ
イ
ル
遊
び
◇
20
日
（
月
）

６
年
社
会
科
見
学
◇
23
日

（
木
）
３
年
社
会
科
見
学

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
11
日
（
土
）
学
校
公
開

◇
14
日
（
火
）
６
年
身
体
計

測
◇
15
日
（
水
）
５
年
身
体

計
測
◇
16
日
（
木
）
４
年
身

体
計
測
◇
17
日
（
金
）
３
年

身
体
計
測
◇
20
日
（
月
）
２

年
身
体
計
測
◇
21
日
（
火
）

３
年
社
会
科
見
学
。
１
年
身

体
計
測

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

９
日
（
木
）
１
・
２
年
身
体

計
測
◇
10
日
（
金
）
３
・
４

年
身
体
測
定
◇
14
日
（
火
）

５
・
６
年
身
体
測
定
◇
16
日

（
木
）
光
っ
子
活
動
◇
21
日

（
火
）
４
年
社
会
科
見
学
◇

22
日
（
水
）
ク
ラ
ブ
宣
伝
集

会
【
赤
塚
新
町
小
】

◇
９
日
（
木
）
給
食
始
。

１
・
２
年
身
体
計
測
◇
10
日

（
金
）
５
組
・
３
・
４
年
身
体

計
測
◇
14
日
（
火
）
５
・
６

年
身
体
計
測
◇
16
日
（
木
）

フ
レ
ン
ド
班
活
動
◇
18
日

（
土
）
道
徳
授
業
公
開
講
座
◇

23
日
（
木
）
５
組
遠
足
◇
28

日
（
火
）
４
年
社
会
科
見
学

◇
30
日
（
木
）
３
年
社
会
科

見
学
◇
２
月
３
日
（
月
）
新

２
年
生
保
護
者
会

【
田
柄
小
】

◇
９
日
（
木
）
１
年
身
体

計
測
◇
10
日
（
金
）
２
年
身

体
計
測
◇
11
日
（
土
）
卒
業

記
念
も
ち
つ
き
大
会
◇
14
日

（
火
）
３
年
身
体
計
測
◇
15

日
（
水
）
４
年
身
体
計
測
◇

16
日
（
木
）
５
年
身
体
計
測

◇
17
日
（
金
）
６
年
身
体
計

測
◇
20
日
（
月
）
４
・
５
・

６
年
保
護
者
会
◇
21
日
（
火
）

１
・
２
・
３
年
保
護
者
会

【
田
柄
第
二
小
】

◇
８
日
（
水
）
２
年
身
体

計
測
。
５
・
６
年
席
書
会
。

給
食
始
◇
９
日
（
木
）
〜
10

日
（
金
）
３
・
４
年
席
書
会

◇
９
日
（
木
）
１
年
身
体
計

測
◇
10
日
（
金
）
６
年
身
体

計
測
◇
11
日
（
土
）
授
業
参

観
。
５
年
情
報
モ
ラ
ル
講
習

会
◇
14
日
（
火
）
５
年
身
体

計
測
◇
15
日
（
水
）
４
年
身

体
計
測
◇
16
日
（
木
）
３
年

身
体
計
測

【
練
馬
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
。

３
・
６
年
身
体
計
測
◇
９
日

（
木
）
２
・
５
年
身
体
計
測
◇

10
日
（
木
）
１
・
４
年
身
体

計
測
◇
11
日
（
土
）
お
も
ち

つ
き
大
会
◇
16
日
（
木
）
４

年
社
会
科
見
学

【
北
原
小
】

◇
11
日
（
土
）
道
徳
授
業

公
開
講
座
◇
14
日
（
火
）
１

年
発
育
測
定
◇
15
日
（
水
）

２
年
発
育
測
定
。
５
年
情
報

モ
ラ
ル
講
習
会
◇
16
日
（
木
）

３
年
発
育
測
定
◇
17
日
（
金
）

４
年
発
育
測
定
◇
20
日
（
月
）

５
年
発
育
測
定
◇
21
日
（
火
）

３
年
社
会
科
見
学
。
６
年
発

育
測
定

【
豊
溪
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
。

５
・
６
年
身
体
計
測
◇
９
日

（
木
）
３
・
４
年
身
体
計
測
◇

10
日
（
金
）
１
・
２
年
身
体

計
測
◇
11
日
（
土
）
セ
ー
フ

テ
ィ
教
室
。
学
校
公
開
◇
17

日
（
金
）
４
年
社
会
科
見
学

◇
23
日
（
木
）
縦
割
り
班
遊

び
【
旭
町
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

11
日
（
土
）
学
校
公
開
◇
15

日
（
水
）
３
・
４
年
身
体
測

定
◇
16
日
（
木
）
１
・
２
年

身
体
測
定
。
３
年
社
会
科
見

学
◇
17
日
（
金
）
５
・
６
年

身
体
測
定
◇
21
日
（
火
）
縦

割
り
班
遊
び
◇
29
日
（
水
）

４
・
５
年
ク
ラ
ブ
見
学
◇
31

日
（
金
）
５
年
社
会
科
見
学

【
成
増
小
】

◇
８
日
（
水
）
給
食
始
◇

９
日
（
木
）
〜
10
日
（
金
）

書
初
め
大
会
◇
10
日
（
金
）

１
・
２
・
３
年
発
育
測
定
◇

14
日
（
火
）
４
・
５
・
６
年

発
育
測
定
◇
18
日
（
土
）
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
。
学
級
活
動

公
開

 

 

 

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
11
日
（
土
）
２
年
ス
キ

ー
移
動
教
室
保
護
者
会

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
11
日
（
土
）
百
人
一
首

大
会
◇
23
日
（
木
）
〜
26
日

（
日
）
２
年
ス
キ
ー
移
動
教
室

◇
27
日
（
月
）
〜
28
日
（
火
）

２
年
振
替
休
日

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
９
日
（
木
）
休
み
明
け

テ
ス
ト
◇
11
日
（
土
）
学
校

公
開
◇
14
日
（
火
）
〜
17
日

（
金
）
Ｆ
組
ス
キ
ー
移
動
教
室

◇
17
日
（
金
）
２
年
校
外
学

習
◇
23
日
（
木
）
１
年
校
外

学
習
◇
２
月
１
日
（
土
）
〜

４
日
（
火
）
２
年
ス
キ
ー
移

動
教
室

【
田
柄
中
】

◇
26
日
（
日
）
〜
29
日

（
水
）
２
年
ス
キ
ー
移
動
教
室

◇
30
日
（
水
）
２
年
振
替
休

日
【
練
馬
中
】

◇
17
日
（
金
）
〜
20
日

（
月
）
２
年
ス
キ
ー
移
動
教
室

◇
21
日
（
火
）
〜
22
日
（
水
）

２
年
振
替
休
日
◇
29
日
（
水
）

〜
２
月
１
日
（
土
）
５
組
ス

キ
ー
移
動
教
室
◇
２
月
３
日

（
月
）
５
組
振
替
休
日

【
練
馬
東
中
】

◇
20
日
（
月
）
２
年
移
動

教
室
前
健
康
診
断

【
谷
原
中
】

◇
11
日
（
土
）
授
業
参
観
。

２
年
ス
キ
ー
移
動
教
室
保
護

者
会
◇
16
日
（
木
）
Ｆ
組
・

１
年
百
人
一
首
大
会
◇
20
日

（
月
）
〜
23
日
（
木
）
Ｆ
組

ス
キ
ー
移
動
教
室
◇
23
日

（
木
）
Ｆ
組
ス
キ
ー
移
動
教
室

【
豊
渓
中
】

◇
14
日
（
火
）
〜
17
日

（
金
）
２
年
軽
井
沢
ス
キ
ー
移

動
教
室
◇
15
日
（
水
）
〜
16

日
（
木
）
１
年
職
場
体
験

【
光
丘
高
】

◇
21
日
（
火
）
〜
22
日

（
水
）
３
年
学
年
末
考
査

【
田
柄
高
】

◇
８
日
（
水
）
百
人
一
首

大
会
◇
11
日
（
土
）
学
校
説

明
会
◇
16
日
（
木
）
〜
17
日

（
金
）
３
年
学
年
末
考
査
◇

16
日
（
木
）
〜
18
日
（
土
）

２
年
修
学
旅
行
◇
20
日
（
月
）

２
年
振
替
休
日

【
練
馬
高
】

◇
16
日
（
木
）
〜
17
日

（
金
）
３
年
学
年
末
考
査

観光ガイドも本
格化し、12月１日
は４件のガイドを
しました。観光バ
スにも乗っていま
す。写真を送りま
す。
「こちらが小江
戸川越のシンボ
ル、時の鐘です。
寛永年間と言いま
すから、江戸時代
のはじめ、川越藩
のお殿様、酒井忠
勝が城下の人々に

規則正しい生活をしてもらおうと、時の鐘
をつくりました。以来、４００年間、川越
の町に時を告げてきました…」などとガイ
ドしています。お客様から感謝の声や拍手
をいただく際は、生き甲斐を感じます。

小林一英先生の今
元光一中・三中校長

12月19日（木）10時45分から13時、田
柄高校（校長　栃倉和則　生徒数516）体
育館で発表会が実施された。演目は津軽三
味線（実演） 合気道（同） 茶道（同）
囲碁（同） 箏曲（同） 陶芸・草木染、
アニメーション、将棋（映像報告） 空手
（実演） 和太鼓（実演）

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　
11月号の創作舞踊劇招待券の当選者
光が丘1（86歳） 同3（78歳） 同7

（69歳） 田柄3（70歳） 高松5（64歳）
いずれも女性でした。

日本の伝統・文化
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９
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８▽
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練
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光

が
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３
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０
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▽
ウ
オ
シ
ュ
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ッ
ト
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潤
サ
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日
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９
９
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）
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６

▽
Ｉ
Ｔ
Ｆ
テ
コ
ン
ド
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Tel
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９
０
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２
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３
７
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古
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０
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５
９
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３
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０
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３
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９
０
４
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２
０
（
４
７
４
）
０

０
２
１

▽
あ
ん
ざ
ん
＆
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光
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光
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３
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光
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５
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５
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１

子
ど
も
の
こ
ろ
、
山

登
り
の
人
た
ち
は
「
こ

こ
に
山
が
あ
る
か
ら
」

と
言
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
学
の
頃
、
あ
る
本
の

中
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
登

山
家
マ
ロ
リ
ー
が
「
な

ぜ
、
あ
な
た
は
エ
ベ
レ

ス
ト
に
登
り
た
い
の

か
？
」
と
問
わ
れ
て

「
そ
こ
に
エ
ベ
レ
ス
ト
が

あ
る
か
ら
」
と
答
え
た

と
い
う
逸
話
が
有
名
で
、

日
本
語
で
は
、
し
ば
し

ば
「
そ
こ
に
山
が
あ
る

か
ら
」
と
意
訳
さ
れ
て

広
ま
っ
た
と
あ
り
ま
し

た
。私

は
、
東
京
都
下
で

高
校
生
ま
で
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
中
学
校
の

時
に
、
曇
取
山
、
鷹
ノ

巣
山
、
六
ツ
石
山
、
七

ツ
石
山
、
川
乗
山
、
棒

の
折
山
、
大
岳
山
、
御

岳
山
、
三
頭
山
、
馬
頭

刈
山
、
御
前
山
、
戸
倉

三
山
、
高
水
三
山
、
日

の
出
山
、
陣
馬
山
な
ど

に
登
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、

私
が
山
登
り
へ
。
山
へ

は
、
当
時
の
友
達
５
〜

６
人
位
で
登
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
何
人

か
が
山
が
大
好
き
で
、

私
は
よ
く
誘
わ
れ
、
つ

い
て
い
っ
た
程
度
の
気

持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。中

学
校
卒
業
後
は
、

全
く
山
に
興
味
が
な
く
、

山
と
い
う
山
に
登
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
４
年
前
、
練
馬

区
に
校
長
と
し
て
戻
っ

て
き
た
と
き
、
大
学
時

代
本
格
的
な
山
岳
部
出

身
の
先
生
、
そ
し
て
、

現
在
グ
ル
ー
プ
で
日
帰

り
・
連
泊
を
と
も
な
う

登
山
を
し
て
い
る
と
い

う
先
生
の
話
を
、
よ
く

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
登
山
の
内
容
を
聞

き
、
ス
マ
ホ
に
撮
っ
た

山
の
写
真
を
見
せ
て
も

ら
う
ご
と
に
興
味
関
心

が
芽
生
え
、
山
に
登
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
人
よ
り

は
と
、
山
登
り
に
誘
っ

た
の
は
妻
で
し
た
。
お

互
い
同
じ
職
種
で
少
し

で
も
同
じ
趣
味
、
気
分

転
換
に
な
れ
ば
と
思
い
、

２
年
前
か
ら
山
登
り
を

少
し
ず
つ
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
行
っ
た
の
が
、

谷
川
岳
で
す
。
天
神
平

の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗

り
、
そ
こ
か
ら
頂
上
を

目
指
し
ま
し
た
。
周
り

の
登
山
者
は
、
服
装
は

バ
ッ
チ
リ
登
山
形
態
で

す
。
私
た
ち
夫
婦
は
、

家
に
あ
る
ジ
ャ
ン
パ
ー

等
で
、
見
た
と
こ
ろ
登

山
者
で
な
い
服
装
で
し

た
。
体
力
も
あ
り
天
気

も
大
変
よ
く
、
頂
上
ま

で
登
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
景
色
の
よ
さ
、

行
き
違
う
登
山
者
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
疲

れ
が
吹
き
飛
ん
で
気
持

ち
良
く
登
れ
ま
し
た
。

下
山
で
は
、
妻
が
靴
擦

れ
を
起
こ
し
、
や
っ
と

の
こ
と
で
駐
車
場
ま
で

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

「
も
う
山
登
り
は
こ
り
ご

り
」
と
な
っ
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
山
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
て
、
そ
の

後
も
山
登
り
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

山
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
、
そ
の
後
、
妻

と
登
っ
た
山
は
、
大
山

（
神
奈
川
県
）。
金
時
山
、

大
菩
薩
、
八
海
山
、
三

国
山
、
石
割
山
、
大
平

山
、
茶
臼
岳
、
朝
日
岳
、

伊
予
が
岳
に
登
り
ま
し

た
。「

登
山
っ
て
た
の
し

い
の
？
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
確
か
に
、
登

っ
て
い
る
時
は
、
辛
い

と
き
は
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
い
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
で
す
。
山
登
り
の

魅
力
は
、
景
色
が
い
い

こ
と
で
す
。
景
観
の
良

い
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
疲

れ
が
癒
さ
れ
ま
す
。
他

の
山
々
を
見
渡
せ
山
は

季
節
に
よ
っ
て
、
様
々

な
風
景
に
変
わ
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
山
で
は
、

季
節
の
変
化
を
体
感
で

き
ま
す
。
緑
豊
か
な
新

緑
の
木
々
の
間
を
歩
き
、

秋
の
真
っ
赤
な
紅
葉
な

ど
、
季
節
の
変
化
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。
空
気
が

と
て
も
良
く
、
昼
食
が

お
い
し
い
で
す
。
か
な

ら
ず
自
宅
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
を
持
参
し
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
と
き
れ
い

な
景
色
が
あ
れ
ば
お
い

し
く
な
る
も
の
で
す
。

風
景
を
撮
影
す
る
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
。
次
は

も
う
ち
ょ
っ
と
高
く
て

眺
め
の
い
い
山
、
そ
の

次
は
ち
ょ
っ
と
遠
く
に

あ
る
花
の
き
れ
い
な
山

ま
で
出
か
け
て
み
る
、

い
ろ
い
ろ
な
山
に
登
っ

て
い
く
う
ち
に
、
山
登

り
の
魅
力
が
だ
ん
だ
ん

と
わ
か
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

山
登
り
を
通
し
て
、

感
動
を
味
わ
い
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
得

る
こ
と
で
で
き
ま
す
。

「
こ
こ
に
山
が
あ
る
か

ら
」、
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
山
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
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京
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生
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山
登
り
の
魅
力

 

 

 

上
＝
大
山
（
神
奈
川
県
）

か
ら
の
富
士
山

中
央
＝
伊
予
ケ
岳
（
千

葉
県
）
か
ら
の
南
峠

下
＝
朝
日
岳
（
栃
木
県
）

峠
の
茶
屋
手
前


